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愛  媛  大  学 
 

大学院理工学研究科の井原栄治教授が 
2022 年度「高分子学会賞（科学部門）」を受賞 

 

つきましては、ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 
 

記 
 

受 賞 者 ： 大学院理工学研究科教授 井原 栄治 

受賞タイトル ： ジアゾカルボニル化合物をモノマーとする高分子合成手法の開発 

受 賞 日 時 ： 令和 5 年 5 月２５日（木）  

第 72 回高分子年次大会(於：群馬県高崎市)にて、井原教授の受賞講演お

よび授賞式が行われました。 

 

 

 

 

 

※送付資料２枚（本紙を含む） 

 

愛媛大学大学院理工学研究科の井原栄治教授が、これまで行ってきた高分子合成化学

分野での研究成果を評価され、「高分子学会賞（科学部門）」を受賞しました。  

この賞は、公益社団法人高分子学会(会員数約 8,000 人)が「高分子科学、技術に関す

る独創的かつ優れた業績を挙げた会員を対象に、その功労を顕彰することを目的に制定」

しているもので、1965 年以来約 60 年近い歴史のある極めて重要な賞です。四国の大学

からは井原教授が初めての受賞者となります。 

受賞タイトルは「ジアゾカルボニル化合物をモノマーとする高分子合成手法の開発」

であり、革新的な高分子合成法の開発に関する研究成果が高く評価されました。本研究

は井原教授が 2000 年 4 月の愛媛大学着任後に着想、開始したもので、現在までの 20

数年間の成果は、高分子化学分野の代表的な国際学術誌 Macromolecules 誌(アメリカ化

学会発行)に約 20 編の論文として掲載されており、国際的にも高く評価されています。

それらの論文のうち、最近の 4 編は「愛媛大学研究成果ストックサイト」に取り上げら

れています。 
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令和 5 年 5 月 30 日 

 

大学院理工学研究科の井原栄治教授が 2022 年度「高分子学会賞（科学部門）」を受賞 

 

〇井原教授のコメント 

 この度、2022 年度「高分子学会賞（科学部門）」を受賞することができたことを大変光栄に感じ

ております。日本の高分子科学分野の研究は世界のトップレベルにあり、日本から数多くの重要な

研究成果が生み出され、この分野の発展に貢献してきました。そして、2000 年のノーベル化学賞

受賞者である白川英樹先生（1982 年「ポリアセチレンに関する研究」で高分子学会賞受賞）を始

めとするこの分野を代表する研究者の方々が、本賞科学部門の受賞者として名を連ねておられます

（以下の受賞者リスト、参照）。 

 この栄えある賞を私が受賞できたのは、同じ研究グループ内の下元浩晃准教授と学生諸氏を始め

とする多くの共同研究者、関係者の皆様のおかげであり、この場を借りて厚く御礼を申し上げます。 

 

〇参考情報： 

・高分子学会賞、現在までの受賞者リスト 

https://main.spsj.or.jp/c15/gaku/gakuran.php 

 

・愛媛大学「研究成果ストックサイト」内の該当サイト 

・高分子合成における新しい末端官能基化手法の開発に成功 

https://research.ehime-u.ac.jp/post-ja/post-1072/ 

・pH に応答して性質を変化させるデンドロンポリマー 

https://research.ehime-u.ac.jp/post-ja/post-76/ 

・微量の酸によって簡単に低分子に分解するポリマーの開発に成功！  

https://research.ehime-u.ac.jp/post-ja/post-121/ 

・高効率でポリマーを合成できる新触媒の開発に成功！  

  https://research.ehime-u.ac.jp/post-ja/post-135/ 

 

・愛媛大学「最先端研究」 

新しい高分子合成法の開発研究 

https://www.ehime-u.ac.jp/data_study/data_study-14518/ 

 

・愛媛大学工学部・広報誌「Shake hands」No. 4 での研究室紹介 

https://www.eng.ehime-u.ac.jp/document/ 

 

・有機合成化学協会誌 2022 年 9 月号巻頭言「日米の地方大学での研究経験から」 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/yukigoseikyokaishi/80/9/80_805/_article/-

char/ja 


